
橋梁の描かれた浮世絵のフラクタル次元を用いた景観評価 

 
                               信州大学工学部     〇中嶋英理子                               

信州大学工学部 正会員  清水  茂 

 

１．はじめに 

江戸期において、橋梁周辺は、交通の要所である

とともに盛り場としての役割も果たしていた。江戸

期に描かれた浮世絵などの絵画には、橋梁周辺を描

いたものも多数存在している。これら浮世絵は、写

真と異なり絵師の思いが含まれており、橋梁が誇張

されて描かれたものなど、橋梁の描かれ方はさまざ

まである。そこで、本研究では、橋梁の描かれた浮

世絵 1),2)を、橋梁景観を評価する際に近年用いられ

ている手法によって客観的に評価し、描かれた橋梁

が景観にどのように影響しているかを調べることを

目的としている。ここで、その評価手法としてフラ

クタル次元を用いることとする。 

 

２．フラクタル次元 

 フラクタル次元とは、図形の複雑さの度合いを表

現する数値であり、その算出方法に関していくつも

の定義がある。本研究では、橋梁景観の分野におい

てフラクタル次元の算出に比較的よく用いられてい

る、ボックスカウンティング法(box-counting method)

を用いる。既存の研究により、フラクタル次元を用

いて橋梁景観を評価する際、フラクタル次元が高く

なれば景観の美的評価も比例して高くなる傾向があ

ることがわかっている 3),4)。 

 本研究では、当研究室で開発したフラクタル次元

算出用のプログラム 5)を用いるため、長さの単位を

パソコン上で処理する画素の数で表す。必要上、格

子一辺の長さの単位をピクセル(px)の数で表す。橋

梁を含む画像に対して、格子の一辺の長さ rを 16px、

18px、24px、32px、36px、48px、72px、96pxとした

正方格子によって分割し、その格子内の輪郭が含ま

れる格子の数 )(rN を求め、画像ごとのフラクタル

次元を算出している。 

 本研究では、橋梁を含む浮世絵全体のほか、橋梁

のみを抜き出した画像、さらに橋梁を含まない背景

のみの画像を作り、それらに対してフラクタル次元

をそれぞれ算出した。以後、橋梁を含むもとの画像

全体のことを｢全体｣、橋梁単体の画像を｢橋梁｣、橋

梁を含まない背景のみの画像を｢背景｣と表す。この

ように 1つの画像に対し 3種類のフラクタル次元を

算出する理由は、背景の有無や橋梁の有無がフラク

タル次元にどの程度影響するかを把握するためであ

る。 

図－1 は葛飾北斎の｢たかはしのふじ｣という作品

である。これを、フラクタル次元算出用のプログラ

ムを用いて画像処理を行い、浮世絵から輪郭線を抽

出し、不要な線を消した画像が図－2である。また、

図－3が｢橋梁｣、図－4が｢背景｣の画像である。 

 

図－1 葛飾北斎｢たかはしのふじ｣ 

 

図－2 葛飾北斎｢たかはしのふじ｣の輪郭線 
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３．評価結果 

 葛飾北斎｢たかはしのふじ｣の他に、葛飾北斎の｢か

めゐど天神たいこばし｣、｢攝州天満橋｣、歌川広重の

｢亀戸天神境内｣の 4作品のフラクタル次元の値を示

したのが図－5である。 

図－5より、4作品すべてにおいて、｢全体｣のフラ

クタル次元の値が 1.74～1.82と高い数値であること

がわかる。また、｢橋梁｣のフラクタル次元の値は 1.44

～1.65であり、｢背景｣のフラクタル次元の値は 1.56

～1.75であった。これら 4つの作品すべてにおいて、

｢橋梁｣・｢背景｣ともにフラクタル次元の値は、｢全体｣

と比べると低い数値となっている。また、｢全体｣と

｢背景｣のフラクタル次元値を比べたときに、｢亀戸天

神境内｣のようにあまり数値が変わらないものと、

｢攝州天満橋｣のように数値の差が大きいものがあり、

二通りの傾向があることがわかった。 

 

４．まとめ 

フラクタル値の算出結果より、｢全体｣のフラクタ

ル次元の値が 1.74～1.82と高い数値であり、全体と

しての景観は良いといえる。今回扱った 4作品すべ

てにおいて、｢全体｣のフラクタル次元の値が｢背景｣

のフラクタル次元の値よりも大きい数値であった。

したがって、これらの作品において、橋梁が描かれ

ることにより、景観全体に良い影響を与えていると

いえる。 

 しかし、｢橋梁｣や｢背景｣は、｢全体｣に比べて輪郭

線が少ないためにフラクタル次元値が低くなってい

るとも考えられる。したがって、フラクタル次元に

よる評価法がどの程度浮世絵に利用できるのか調査

中である。 
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図－3 ｢橋梁｣ 

 

図－4 ｢背景｣ 

1.83
1.58

1.75

1.74
1.60

1.56

1.76
1.65

1.58

1.80
1.44

1.75

全体
橋梁
背景

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 1.2 1.4 1.6 1.8 2.0

たかはしのふじ

かめゐど天神
たいこばし

攝州天満橋

亀戸天神境内

 

図－5 フラクタル次元の算出結果 
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